Studies on the Mechanical and Physical Properties of the High-Density Laminated Wood bonded with Low Temperature Cresol-Formaldehyde Resin Adhesive. by 後藤, 輝男 & 梶田, 茂
Title低温クレゾール樹脂接着劑による硬化積層材の機械的物理的性質に關する研究
Author(s)後藤, 輝男; 梶田, 茂




Type Departmental Bulletin Paper
Textversionpublisher
Kyoto University
低 温 ク レゾー ル樹 脂 撲十着 剤 に よ る
硬化積層材の機械的物理的性質に関する研究























し僕甚の謝意を捧ぐる次第である0倍低温 クレゾール ･フォルム ′ー'ルデヒド樹脂接着剤並に単板を御寄贈下
された日本化工材株式食紅に対し厚く御薩申上げる決算であるo




後藤 ･梶田 ;低温クレゾール樹鹿按薄謝による硬化積層材の磯城的 ･物理的性質に関する研究
(社 1)
























Phcnol o-Cresol m_CresoI P_Cresol
Table1.
Table2.
石 封 駿 クレゾール グレゾ-ル以上












(託 l) フェノールは近時ベンノゾールより合成的に哉造せ られる･
(註 2) キシレノール由ま6億の異性体があって 3.5宣 シレノールのみ3倍の尻腰基を有する.
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Table3.接着張匿ry及ぼす樹脂接着剤の影響
(Influer)ceofresinadhesivesonbondstrength)
樹 脂 接 .∴着 剤 (ResinadhFSives) 接着張匿(BonqstTenSthkg/cm2)～
Phenol-for/ma.ldehyや rcsinadhesive.(k.Oshi血 )二L 才OO
IJOWTemperatureci.SC,1-F(;tmaldehyde､resipadhesive(K.Ost,ima) 40
試 験 片 (Testpiece);D二Ⅴ.L-Form.-

















































比 ‥軍 ;平均 1･25
-合指率 ";平均.72･J3/oo/



































































(C)比 富 ､､ ･ゝ J.
供試材気乾比重は平均 1･25であった.即ちカバ素材の気乾比重0･65-0･67に比し約 1･9倍聴
加して小五 比離 匡締フめ 大小･単板離 等によ'って如 ･即ちW･由 cH藍 子 D･セER苧Y＼i
民の報暑たよれば,150kg/C･m2 以下わ圧締力広於信士は庄締力の増大と'.*{t比蚤は急激に増加t -/.I㌔rL
する如,それ以上の圧締力に痕V､七は殆んゼ増加したV,∴侍単板厚み1.0-ン1.5品hiL.範囲広於







tehlPerature､cresoLfo禦 Idfhyde小rPiinadhesive･); ･ ･L .:L
(横 柳 的 ･性 質) ∫
(Mechanicalpropcrties)





Do. Trs(上to1.,,/toG.)(i)･･: ･ ･･･････.････････-do.
衝撃張匿'(Impact,)U (charpy)∴∴ ･ .････-:･.･∴･･ ∴･-kgcm/cm2
硬一 定,(Hardnessi)(Brinel)-;･i･･･････-･∴ i･∴･･:･-kg/mm,


























予L ･傍 ､ プ恥 ･-輿
直 e-heatingofresinlmPregnat9号yeners上機 械 的 性 質
(Mechanicalproperties)_kg/cm2
圧 栢 限 定 (Compressive)
曲 げ 強 匿 (Bending)
勢 断 限 定 (Shear)(/toll;/toG.'巨 1














上表 に見 る様に含指単板 を匡締 前 予 備 加 熱 せ し めると強度は着 る し く 向 上 す る":即 ち 合 指 単 板
を風乾 しただ げでは溶剤.,D揮散 の み 行 わ れ 樹 指 の縮合は殆 ん ど 行 わ ;r L た V , ∴ そ し七 水 分 は 1 0 γ
-15%残肖す ろ.故に適当に予 備 加 熱 し て 樹 脂 を C 状 態から B 状 態 に 進 行 や し め 七 圧 紺 早 , し め る と
‡l.A
強度 は向上す る.事叉予備加 熱 せ ず し て 琵 嘩 せ し や る と 水分 甲 蒸 発 お よ び 樹 脂 の 葬 熟 た た め 圧 紺 や
相 当樹脂が外部にはみ銅 る憐れが あ る.LJ然 し高温で長 く予備加熱 せ しめ る時 笹縮 合が木 に 遇 軒 ,
反って接着不良 を招 く倒 験が あるか ら注意を要する.
(iii)低温 クレ ゾ-.両 緋旨接着剤に よる硬化積暦材の擁城的性質 を他の横階に よる硬化穣 唐材の
機 械的性質 と比較 して 見ると Table6･に示す如し.
註.合成樺脂の成型の際に用いられる予備硬化 (pre-Curing)も同意義である
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低温クレ ゾ-ル樹脂 石炭酸樹脂 テゴフィル メラミン/樹脂 フルフラ-}t,石襲撃樹脂.(:FurfuralL 尿素樹脂 I.PolyVinylresin ,
(L6w tempe-(phenol: ム (hlelahline_ (U ie左∴
raturecresol-.formalde,. (Tegp-film)Formald申ye-dehTerin rormalde十二
Formaldehydebyderesin phenblresirihLyde re壷 ∴adhesiVe..′resin .adh占sive.) ∴adhesive) ･adモleSive.)-:adhes享亘) adhesiVeこ)
, ^ .監 守 V>絡 邑 ●誘_由tとi 1196.:i':1800-2100 十1500
霊 BEヽJ Beech 41 一140()⊥.190() 1800′千十lr-2-00. .p1920 -1780‥
引 芯贋 .≡苛 トrp嘩rch 一2219二:_2800-.3.000.2650-3.0()0
強 一 石~匿 .七 .了B,eech ! 2500-2800I｢､ rt.1 ′■ 一～.三:バ 2000JT,3000【 2i.59 ーヽ?890 2900
′ーヽJ5%.i:f由rch ~`2｣23×10丘p - 1 ーヽf∴､ち_.■_.- ～_)一- .;
蛋書.?毒Jヽ Beech ･.--.一､.{21一5×~105-､`2.8×105 子2.こ92×.lO声･2.99LXlO早さ
蔓■富ヽ_一′.Birch ;メ25'71 1ゝ2500-2800 ■2550 ′ヽ,lr∴ -.L.Beech 26olt) ;.一､ I､~' J2120 ≠8やo ､3360‥
′-ヽ鮎 亨 等_ヽ′ B.ircわ ..∫309∴ ∴as.0∴㌔ Cr/:､一- ÷ー
BeFCh ･2:7-0
~′~ヽ啓 一.._u享 子Jヽ Bi;とh .29､一台 3.80一450!‖二435 叩eec -.42 1 4●- I
-′r..･二-_.Lし
L車 ち石哀盛観 畠街 軸距 去る硬化領暦材の嘩嘘的睦頑強比 しいくらか不良である.傭低湿 タレ
1)-ル翻 旨接着剤をこ.よる磯榔 勺性質を Ⅴ:b･`Iに依る翼躍如碍格並に本邦硬化積骨材規格と照合
すると本邦硬化積暦材,規格,ヰ 行痕化積瞥琉 丙に合格する様である. ヽ
(iv)臥 ヒ低温 クレゾール側 旨接着剤による硬化積骨材の機械的性質に関しての邦 卵青果並,に考
察を加え如 ミ.,硬化積暦材の機械的性質は胤 合指率,合指単板含水率,圧締九 単板厚み,積
暦単板の組合せ方法,単板樹棲等によIiDて着 るtL,(奥るものである.之に関して筆者の経験並に
既往甲文献から襲道の際考慮すべき事項に放心七蕗記すると攻の様で奉る.
(a) 含脂率 ∫; ..,- L . ･ L ～ .I
合指率の増大と共に引弓施 療,ヤング率,淵 嘩 度,衝撃曲げ吸取エネ宣 亭トー,華 縮重等は液
少する}･I庄鮫強度は 7二軍8%申食膳寧範囲内にてほ合指率甲埼木と共k 撃示乍ら減少す るが,IJ＼
･28%i;･LLになると戻って向上する.比重は合指率~と碩殆ん ど無関係である∴ 高合指率の利点は
61
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良き耐水性,特7It表面保護妄宜す事であ庵.即ち耐酪 耐水性素海 度比婆永せられたvl時は,
10-15%の合指率が痕適量あ最ー 憩 う,. 一帖 yg;
～ても) 合指単板含水率r～Jr
前述ゐ如く合指単板は圧挿前･必ず予簡加熱を行い合脂単板含水率を亘 6%に於いて圧締接､ - /-し′ヽ
着すべきもあえ宰思う･即ちJ木材の熱橿導率は単板含水率により異 ｡了含水率10%哩 の単準I































(読) 一嘩 経過は次の二段階に分離し得る･.即ち圧縮力の噂大 と共に葬ず行われるのは申軍閥除-細胞間
隙-がILくな り,次いで細胞膜に庄ガが加わ▲り木財質が圧縮せ られるのである. 此の内部間隙の蔭妾
と木材質圧縮 との圧力の酸勤 ま約 60kg/cmBとされて七､-る二
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(Ⅴ)低温グレプ ール御 旨接着剤によるカバ硬化積骨材の機械的性質をカ′項 材並にヂニラル ミー
ンのそれと比較すると TableJ∴に示す如し.即ち カバ素材に比し張度値は何れも著しく増強
するが,衝撃曲轡 準エネルギ二露 劣り･約移しかなV,.･叉ヂ-テルミシのそれに比すると張
度値は何れも劣る.㍉特に携 り強度｣剛性率に於いて着るしく女るが圧縮,那 良 二曲げ形質商は何
れもヂBj5,ルミンのそれよりも大きV,事は注目すべき事で:ある.
Table7. 低温､クレゾ-ル樹脂接着ヲ削こよる硬化穂暦材め機械的性質｣*,;素材,
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′ ｣__一一一-･----- ~~~ -ー~ ~-1
一一 ･･l カ;､･1･Omm.(Birchこthicknessl･Omrn･)






















1.低温 クレゾール ･フォルムアルデヒ下櫨脂接着剤によって製造した硬化積層材の機械的 ･物












high density laminated wood bonded withthe low temperature cres01-form_●
aldehyderesinadhesive.







































(7) Thediferenceoftemperature between the hot-plate and tenterlayerof
assembled veneers are remal･kebley,.when a greatnumberofveneers are
assembled.
(8)Thepenetrationvelocityofadhesivesintotheveneersvarywithspecieso壬
veneer,kindandconcentrationofsolvent,kind and viscosity ofadhesive,
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